





























































































































































す べ て が 確 た る 根 拠 を も つ も の で は な い 。 青 柳 氏 に よ っ て 、 従 来 、 青 陵の父角田青渓の没年が寛政四
年 と さ れ て い た も の が 寛 政 元 年 に 訂 正 さ れ
たこと、それに伴って父に次いで寛政五年に母を喪うに至るまで
四年程


















































の博識ぶ と謙虚な人柄を伝えるととも 一時の災厄は自らが招いものではなく、光を天下に輝かせる機会ともなったと述べている。青陵にとって兼腹堂の存在はきわめて大きかった で なかろうか。
寛政期の初めの数年は、江戸を離れた青陵が上方の文人たちと交わり


































唐 詩 を 手 本 と し て そ れ を 模 倣 す る 格 調 重 視 の 作 風 を 改 め 、
清 の 哀 中 郎 の 清 新 性 霊 の 詩 説 を 受 容 し た も の と さ れ る 。







の 刊 行 が 画 期 と な っ て い る と い う 。
山本北山の考えを実践したのは、
江戸の江湖詩社である。
江 湖 詩 社 を 主 催 し た の が 市 河 寛 斎 で 、
こ の 詩 社
から輩出した大窪詩仏、



























的 な 考 え 方 に 通 じ る も の で あ っ た と み ら れ る 。




し た 青 陵 を 取 り 巻 く 江 戸 の 文 化 環 境 に つ い て は 、
近年かなり明らかにさ
れ て き て お り 、
そ れ を 前 提 と し て 青 陵 の 文 章 論 の 成 立 を 考 え る べ き で あ
ろ う が 、
こ こ で は 青 陵 が 上 方 へ 遊 歴 す る こ と に よ っ て 、
自ら新たなネッ
ト ワ ー ク を 形 成 し な が ら 文 章 論 が 確 立 し て い っ た と み な し て お き た い 。寛政期の青陵は、
そ の た め の 営 み を 精 力 的 に 行 っ た も の と 推 定 で き る 。
寛政四年（
一 七 九 二
）
の 元 旦 を 青 陵 は 京 都 で 迎 え た が 、





























浄 祐 寺 で の 文 法 の 講 義 後 、
その年の





















当 時 鍛 冶 町 （ 現 在 の 仲 町
）
に居住する
中 島 家 の 裏 に 建 て ら れ て い た 神 社 で あ る 。
こ の 神 社 は 本 来 鍛 冶 職 人 と 関
係が深いが、
青陵は醤油醸造業を営む中島家がこの神社を祀る積極的な
理 由 を 強 調 し て い る 。
済 美 （
孝 昌 の 字 ） の 家 、
世々醤賣也。
或人、
其 の 業 の 神 に 係 は る こ
な
じ
と 無 き を 以 て 、
数々済美を詰る。
済 美 応 ぜ ず 。
或人の言過まてり。









且 つ 済 美 、
学大いに進み、
乃 ち 将 に 言 仁 義 を 述
ぶ る を 難 し と す る 無 き を 庶 幾 せ ん と す 。
（原
漢 文 ）














其 の 事 は 則 ち 誠 に 一 に 彼 の 理 を 執
あした
























だ。もちろん、両者に共通するものが「 章」であり、その手本として韓愈の文を推奨している点に近似したも を窺うことができ また、『文法披雲』において「五綱二十目」 体系化される青陵 文法理論についても、寛政七年の秋にはすで できあがっていたと思われる。
青陵は一旦大坂で開塾したが、その翌寛政八年には京都へ居を移して







































































































































































































































































































老 子 ノ 骨 ヲ 折 リ テ 説 タ ル ナ リ 。
（ 全 ・ 八 一 0 )
青陵にとって、『老子』は存在論や認識論などの哲学的示唆を与える
文献であった。
こ の 詳 し い 論 証 に つ い て は 、
旧 い 拙 論 の 繰 り 返 し に な る
ので割愛するが(35)、
なぜ青陵がこのように『老子』に独特の解釈を与
え る こ と を 通 じ て 思 想 形 成 を 行 え た か に つ い て
は 、




概 し て 祖 株 学 の 退 潮 と と も に 、
儒学の世界では折衷学が台頭するよう





は な く 、
桂 川 甫 周 と の 親 交 な ど か ら 蘭 学 の 影 響 を も う け て い る こ と が 従
来特に注目されてきた。
しかし、














全 ・ 一 ― - ） と 標 榜 す





ヨ リ テ 発 悟 シ
タル事モアリ」（『洪範談』序
全 ・ 五 八 五 ） と い う よ う に 、
韓 愈 な ど の
唐 宋 の 文 章 と 先 秦 時 代 の 古 典 を 折 衷 統 合 す る 形 で 思 想 形 成 を は か っ て いっ た と み る の が 、
最 も 自 然 な と ら え 方 で は な か ろ う か 。
それはまた、
祖
株 学 か ら 朱 子 学 へ と 回 帰 す る 儒 学 界 の 主 流 と は 大 き く 異 な っ た 歩 み で あ















う 一 貫 し た 「 理 」 の 普 遍 性 を 説 い て い る 。
こうした『老子国字解』で展開される「理」の立場は、
寛政期の他の
著 作 や 文 章 に も 明 確 に 示 さ れ て い る 。
例 え ば 、










披 雲 』 で は 、
文 章 家 の 心 得 の 一 っ と し て 「 循 理 安 処 」 を 唱 え 、
さらに次
の よ う に 述 べ て い る 。






















寛 政 期 の 青 陵 は 、
文章を書くうえでも「理」を求めてい







見 方 に つ い て は 基 本 的 に 変
わらない。その意味で寛政
期は、文人ない
し 文 章 家 と し て の 青 陵 の 確 立
期であったことは間違いないと考える。寛政期の資料から
は 、
文 化 期 の










加 賀 遊 歴 を 通 じ た ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 に よ っ て 青 陵 に
経世家的役割を与えられたという他律的な要因だけを指摘しただけで、青陵側の自律的な要因については触れていなかった。この点に関連して、寛 政 期 と 文 化 期 の 間 、
年号でいえば享和年間にあたるが、
三年にわたっ



































寛 政 期 の 交 流 と し て 注 目 さ れ る の は
、寛
政 十 一 年 の 夏 、
司 馬 江
漢 と 京 都 で 出 会 っ て い る こ と で あ る
。これについては、
青陵から転居そ
の他のことを江漢へ伝えていたことがわかる江漢の青陵宛書簡が遺されて お り 、
従来その書簡は文化年間のものとされていたが、中島次郎氏の



























































































































































































( 5 ) 蔵 並 省 自 『 海 保 青 陵 経 済思想の研究』（雄 山 閣 出 版
一 九 九 0年）
(6)長山直治「加賀藩における海保青陵と本多利明」（『石川県立金沢錦丘高等


































な お 同 書 は 、
旧来の翻刻刊行本『兼賤堂






た に 知 る こ と が で き る 。





よ び 前 掲の青柳「海保青陵の伝記的考察」
(14)有坂道子「木村兼陵堂補伝」（
前掲『 完 本





二 0 0 三 ） に 写 真 収 録 さ れ て い
る。
未だ





た ものを本稿の末尾に資料として掲 載 し た 。







多 く 負 っ て い る 。
(20)中村幸彦編『近世文学論集』（
日本古典文学










冊 』 （ 文 化 二 年 刊 ） に 、
北山の序文と青陵の画賛が共に掲載されていること








本 ） に 収 め ら れ て い る 。
引 用 に あ た っ て は 、
書き下し文に改めた。
(23)「文章規範序」からの引用は、
前 掲の『海保青陵先生文集』に よ る 。
( 24 ) 前 掲の青枷論文「海保青陵の伝記的考察」( 25 )
「譴鼠文」（『文法披雲』附録）全・七八五。
(26 ) 前 掲の徳盛著『海保青陵—江戸 自由 を 生 き















収録 さ れ て い る 。
(30)前掲の徳盛著『海保青陵—江戸の自由を生きた儒者ー』五三頁に取り上げ
られている。












、青陵 の 『 老 子 国 字 解 』 を 取 り 上 げ た 論 考
と し て 小 林 武 「 海 保 青 陵 『 老 子 国 字 解 』 に つ
い て

















中 国 思想史の道家や法家の枠組み で 青 陵 の思想形成を








( 36 ) 前 掲 の 青 柳 論 文 「 海 保 青 陵 の 伝 記 的 考 察 」( 37 ) 前 掲 の 『 海 保 青 陵 先 生 文 集 』 所 収( 38 ) 前 掲 の 徳 盛 著 『 海 保 青 陵 — 江 戸 の 自 由 を 生
き た 儒 者 ー 』































なお前掲の青 柳 論 文 「 海 保 青 陵 の 伝 記 的 考 察 」 も
この説に従い、
青陵と江漢との出会い
を 寛 政 十 一年五月と見なしている 。
（武蔵大学名誉教授）
- 88-
